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ユネスコ世界遺産と縄文遺跡群

（一財）道南歴史文化振興財団

アドバイザー 阿 部 千 春

拠点機能のあり方
に関する懇談会

縄文以前-気候変動と人類の歴史-

北海道の細石器
20000~12000年前
千歳市柏台遺跡 斜里町越川遺跡

旧石器時代

暁遺跡の細石刃（帯広市）

温暖化による環境変化／移動→定住

縄文文化の概要

【概要】 日本列島の多様な自然環境のなかで、漁労・狩猟・採集を生業として
定住生活を実現し、１万年以上も大きな争いもなく存続した先史文化

遠隔地との交易と工芸技術

国宝土偶（函館市：著保内野遺跡）アスファルト塊（函館市：豊崎N遺跡）アスファルト付着銛先
（礼文町：船泊遺跡）

資料３

060977
四角形
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（世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約）
Convention concerning the protection of the world cultural and natural heritage

【定 義】
地球の生成と人類の歴史によって生み出され、過去から現在

へと引き継がれてきたかけがえのない宝物で、現在を生きる

世界中の人びとが過去から引継ぎ、未来へと伝えていかなけ

ればならない人類共通の遺産。（文化遺産／自然遺産／複合遺産）

・1972年制定 締約国193カ国

・2021年7月現在、世界遺産は1,154件

（文化 897件、自然 218件、複合 39件）

（日本の世界遺産：文化20件、自然5件）

ユネスコ世界遺産とは何か ユネスコ世界遺産一覧表への記載基準

１．世界的な視点から「顕著な普遍的価値」

Outstanding Universal Value を有すること。

真実性（オリジナルの状態を維持）

完全性（価値を表すものの全体が残っている）

２．将来にわたり保護するための保存・管理体制
があること。

OUVの基準(CRITERIA)

ⅰ）人類の創造的天才の傑作を表現するもの。
ⅱ）ある期間、ある文化圏において、建築、技術、記念碑的芸術、町並み

計画、景観デザインの発展に関し、人類の価値の重要な交流を示すもの。
ⅲ）現存、または消失した文化的伝統、または文明の唯一、または希な証拠

となるもの。
ⅳ）人類の歴史上重要な時代を例証する、ある型式の建造物、建築物群、技

術の集積、または景観の顕著な例。
ⅴ）特に回復困難な変化のもとで損傷されやすい状態の、ある文化、あるいは

環境と人間の相互作用を代表する伝統的集落、または土地利用の顕著な例。
ⅵ）顕著な普遍的意義を有する出来事、現存する伝統、思想、信仰、または芸

術的、文学的作品と直接または明確に関連するもの。
ⅶ）最も素晴らしい自然的現象、または一際優れた自然美をもつ地域、及び美

的な重要性を含むもの。
ⅷ）地球の歴史上の主要な段階を示す顕著な見本であるもの（生物、地形）。
ⅸ）陸上、淡水、沿岸、及び海洋生態系と動植物群集の進化発展において進行

しつつある重要な生態学的、生物学的プロセスを示す顕著な見本。
ⅹ）生物多様性の本来的保全にとって、最も重要かつ意義深い自然生息地を含

んでいるもの（絶滅の恐れがあるものを含む）。

北東アジアにおいて長期間継続した採集・漁労・狩猟文化に
よる定住の開始、発展、成熟の過程及び精神文化の発達をよ

く表しており、農耕文化以前における人類の生活の在り方と
精緻で複雑な精神文化を示す物証。（ⅲ・ⅴ）

縄文遺跡群のOUVとアトリビュート

属性a：自然資源を巧く利用した生活の在り方を示すこと

属性b：祭祀・儀礼を通じた精緻で複雑な精神性を示すこと

属性c：集落の立地と生業との関係が多様であること

属性d：集落形態の変遷を示すこと

アトリビュート

ユネスコ世界遺産登録への歩み

【推進体制】
◎縄文遺跡群世界遺産登録推進本部

本 部 長：青森県知事

副本部長：北海道知事・岩手県知事・秋田

県知事及び道県教育長

委 員：遺跡所在14市町長・教育長

○縄文遺跡群世界遺産登録専門家委員会
構成員：考古、環境、世界遺産の専門家

○縄文遺跡群世界遺産登録推進会議
構成員：４道県及び14市町の管理職

・担当者会議

構成員：４道県及び14市町の専門職

・推薦書素案改定作業ワーキング

構成員：４道県の専門職

【経過】

H14年 次年度の4道県知事サミットの

テーマを縄文にすることを提案

H15年 同サミットで「北の縄文文化回廊

づくり」が決定

H16年 同アクションプランがスタート

H19年12月 4道県知事から共同提案

H21年 1月 ユネスコ暫定リストに搭載

H25年 7月 文化庁へ推薦書素案提出

（以降、30年度まで推薦見送り）

R2年9月 イコモスの現地調査

R３年５月26日 イコモス勧告＊記載適当

【登録】
７月２７日: ユネスコ世界遺産委員会

「北の縄文文化回廊づくり」をきっかけにスタート

「北海道・北東北の縄文遺跡群」

17遺跡で構成
（4道県13市町） 道内6資産（関連資産1）
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地域文化圏の形成→縄文文化

北海道・北東北の縄文
遺跡群の範囲

世界遺産としての縄文ストーリー

垣ノ島遺跡／函館市
早期～後期（9,000~3,200年前）の集落跡

居住域と墓域が分離した集落

足形付土板の出土状況網漁に使われた石錘

足形付土板が出土した墓

居
住
域
（
日
常
の
空
間
）

墓
域
（
非
日
常
の
空
間
）

竪穴建物跡から出土した石錘

足形付土板

北黄金貝塚／伊達市
前期（約5,500年前）の貝塚
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大船遺跡／函館市
中期（約4,500年前）の集落跡

国内最大の盛土遺構（後期初頭 約4千200年前）

１２０ｍ

１9０ｍ

【盛土遺構】

・破損した土器・石類

・動物や魚の骨

・火を焚いた跡

・墓

【貝 塚】

・貝類・魚骨・動物の骨

・骨角器類 ＊骨や角で作った道具

・火を焚いた跡

・墓
ゴミ捨場ではなく
祭祀場の可能性

共通性

命ある全てを尊重

盛土遺構と貝塚

衛生的な面で集落を守る

（縄文社会が存続した背景）

役割を終えた
ものを「送る」
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入江貝塚／洞爺湖町
後期（4,000年前）に形成された貝塚

骨の細さから介護されていたことが分かる（入江貝塚） 復元された竪穴住居（入江貝塚）

銛先、釣り針、牙製品（入江貝塚）

高砂貝塚／洞爺湖町
後期（3,000年前）に形成された貝塚

ミニチュア土器、土製品、土偶（高砂貝塚）

妊産婦を埋葬した墓（高砂貝塚）

キウス周堤墓群／千歳市
後期（約3,200年前）の巨大な共同墓地

1号周堤墓の調査 （1964年）

出土した石棒

1号周堤墓

類似の遺跡：美々4遺跡
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鷲ノ木遺跡／森町 ＊関連資産
後期前半（4,200年前）の環状列石

環状列石と駒ヶ岳 トンネル工法に変更して保存された環状列石

直径３７ｍの環状列石

ユネスコ世界遺産への登録効果

文化政策の視点 教育的な視点 地域振興の視点

文化遺産の保護はも
とより、縄文文化が
もっている「自然観」
や「命あるすべてを
尊ぶ心」など、日本的
な価値観を国際社会
に発信する。

自分たちが生まれ
育った地域に、世界
遺産になるほど優れ
た文化があることを
知ることにより、郷土
を誇りに思い愛する
心を醸成する。

来訪者の飛躍的な増
加、特にインバウンド
が増えることにより、
欧米圏などから、新
たなニーズをもった
観光層の流入が期
待される。

まちづくりの原点 新たな観光創造日本文化の理解

新しい文化観光の創造

Hard Soft
Speci
alized

アドベンチャートラベル

・登山
・クライミング
・パラグライダー
・ヘリスキー
・サーフィン

など

・トレッキング
・カヤック
・キャンプ
・サイクリング
・食文化体験

など

・教育旅行
・異文化体験
・バードウオッチング
・マインドフルネス
・ヨガ

など

ヘリテージツーリズム

2002年 ユネスコが世界観光
機構(UNWTA)と「世界遺産と
持続可能な観光プログラム」を
作成 *文化観光の転換（2020年）

文化財保護＆地域振興に還元

観光の収益

＊文化庁がモデル事業の助成

縄文文化の活用の可能性
ユネスコのESD ＆ 国連のSDGS

ESDの概念図 SDGsの目標

「未来へつづく、一万年ストーリー。」への取組


